
囲で岩質の程度とP波速度を関連づける方向が判然としてきた。欠点を知りつつ計器の性能を 

満度に活用すればこの方面への利用範囲はかなり広いと思われる。しかし,林地の基岩にかぷ 

った土上からする内部攪證は,種々の対策をこうじても比較的パラッキ多く,不安定を値を示 

し,しばしばとりまとめに變を生ずる傾向がみられた。これらは測定場所にお、ける測定機器の 

配殖,測線のとり方など試験目的に治った測定対象への打診,聴診技術の功拙にかなり影務す 

るが,このよう左場所での地質的解明には特に,一義的な時間表示のみでなく,シンクロスコ 

ーブその他による波の状態の観測記録や試堀結果の直接資料が必要となる。なお,P波速度値 

は媒質すべての侍性要素を含んでいるもので,個々の直接的要素である力学的特性(強度,等 

方と異方,均質と不均質等)や亀裂による区分に分離することが困難であるため,あくまで供 

試体の直接的な力学性よりくる値と相互関連させ適正左判断を下すよう努めなければならぬ。 

また火薬の問題を含めて導入作設機械の作業功程を工区毎に適確に把握することが現時点で, 

充分出来てい左いため,試験計面どおり作業の難易度とP波速度の関係を知るところまでいた 

ってい左い。過去の蓄積した数値を林道工事に活用し,実用化するためにはこの辺の結ぴっき 

が今二つ必須のことと左る。

・昭和44年度の試験計画

現地試験は,施工前の地山や施工後の切取りのり眉上などのバラツキが多く,不安定値を示 

す箇所の内部探査に限り,打撃起震による弾性波を携带用シンクロスコープで2現象觀測する。

室内実験は岩石試料や標準地質構造模型を対象に,発振子による超音波を特殊シンクロスコ 

ーブで2〜4現象の精密觀測をする。

な時,これらに関連した実用携帯計器の改良,開発も併せて行な5〇
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15 •集材機作業の最適化

1試験担当者

機械化部：米田幸武

機械化部作業第1研究室:辻 隆道,渡部庄三郎

石井邦彦,桑康正明

" 機械第1研究室:上田 実,斉藤敏彦

富永貢,柴田順一

2試験目的

集材機は木材の集材にもっとも重耍な搬出機械であるが,地形,蓄稽,作業員の技術,索張 

り方式,機械の種類等多くの要因により作業方式も定型化せず最適の組合わせが解明されてい 

ない。以上のような要因を解析し,数式化して電子計算機を用いて最適化を図ろうとするもの 

である。

3昭和43年度の経過とえられた結果

最適化の問題を定式化するには眼:適化すべき値と決定すべき変数,与えられた条件の関係を 

求める必要がある。作業時間は樓条件との関係を回帰分析により検討を加えて持性を明らか 

にしつつ組立てを行なった。機械システ厶については架線設計理論,集材機の能力に検討を加 

え,集材機運転サイクルを求める方法を明らかにした。

集材作業にお、ける最適左作業方式の選択は集材機ばかりでなく,他の機械との比較において 

行なう必要がある。集材機と同様の手法によりトラクタ集材システムの理論的解明を行なった。

最適化の手法の開発については,それに必要な種々の変数の定式化を集材機作業およぴトラ 

クター作業について完成した。集材機灣については最適化計算の一例として長野営林局の_ 

事業地に適用し,昭和4 3冬11月作「集材機を中心とする運搬系システムに関する報告書」 

(林野庁業務課)に提出し,公刊されたトラクター作業については作業時間を見積るための「 

トラクタ作業の定式化」お、よび機械の性能を明らかにした「集材作業におけるトラクタの特性 

」として報告した。

4昭和44年度の試験計画

集遅材機は木材の集材に最も盧要な搬出材機であるが,地形,蓄稍,作業員の技術,索張り 

方式機械の種類等の多くの要因により作業方式も定型化せず,最適の組合せが解明されてい在



このよう左要因を解析し数式化して,電子計算機を用いて最適化を図る目的で従来実施して 

いるが,とく田副作業コストの把握に不充分左点,があるので,4 4年度はこ・れらに主体をおき» 

併せて二段捱材あるいは先山集材徐台稻込における小型集材機の活用などについて補足調査を 

行をい最終年度として取りまとめの方向として総合検討を行左う。
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16.野鼠発生予察と防除法

1試験担当者

保護部鳥獣第1研究室:宇田川龍男,白石 哲

北海道支場野鼠研究室:上田明一,前田満,桑畑 勤,樋口輔三郎,五+嵐文吉

木曾分場:水野武撰

東北支場:土方康次,星川隅吉,小野・密

関西支場：伊藤武夫

四国支場：陳野好之,五士嵐您

2試験目的

野風の被害は北海道,本州,四国など各地反発生するにいたり,このため多くの造林地で生 

息教調發が行左われているが,この調をはその時点の生食数の把握のみで,爾後の個体数の増 

減を予測することができ左い。従って生息数調査に加え,特定の地域での野鼠個体辞の年令構 

成繁殖状況を解剖的見知から調疋し,より高い精度でその尔の野鼠個体群発生從を予知する必 

要から本調査を行な5〇

3昭和43年度の経過とえられた腊果

特定地点である八ヶ岳山箧の試験地で,7,9,1〇月の3回,林野庁方式の贸かけ作業を 

実施し,採集された野鼠から生息密度を算定し,剖見心り繁殖状況を調査したが,ハタネズ 

ミの生息密度は夏田高く,秋に低下することがわかつも

繁殖状態にある個体は,7 , 9月に多く,1〇月下旬作終了していた。また,スミスネズミ 

が秋期田便位で生息密度はハタネズミより高かった。手節的令構成については取りまとめ中で 

ある。

北海道山おいては,エゾヤチネズミの発生状況を予測するため道内11か所で春,夏,秋の 

個体群の年令構成,繁殖状態を解剖的に調査したが•春の発生状態は,道南で4月中旬から, 

道中央ではそれよリややおくれ,道北では5月上旬から繁殖活動が開始されることが推定され 

た。

夏の生息状況は春の発生状態によって比例し,昨年の髙密度地帯が再び高密度を示した。夏 

の繁殖活動は低調である。

秋は9冃中旬から開始され,1〇月上旬まで繁殖活動が続いている。生息数の増加傾向を記 

号放逐法で調査した野幌では昨年の2倍以上に増加していることが認められた。
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